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楽器が超えたところで打楽器に残響を残し
雑踏音と共にカットアウトするなどは効果
的なカットアウトとなります。カットイン
の場合でも何か印象的な音をその冒頭にプ
ラスすることで印象的な場面設定ができる
ようになります。またどう考えてもつなが
らない音どうしを無理矢理？つなげるには
この方法は有効です。つなげる音どうしの
ポイントにセンス良く選んだ大きな音を一
つ重ねるその中で入れ替えてしまうなどい
ざという時に有効です。音の接着剤いくつ
か用意しておくことをお薦めします。
☆�素朴な疑問？テクニックBGレベルって
何？
　以前にも少し触れましたがミキシングテ
クニックのなかでBGレベルというのが存
在するようです？筆者にはサウンドドラマ
制作の上でBGレベルというものは基本的
にありません。背景になる音や音楽の量的
な多い少ないや劇伴などのアレンジがピア
ノやピアニッシモの演奏ということはあり
ます。また基本的なことですがサウンドド
ラマ制作では基本レベルという概念が筆者
の中では存在しません。提供媒体が放送で
あれCDであれその媒体の中にすべての音
を表現することが重要で例えば語り手のレ
ベルはVUメータなどで－2dBとかは設
定していません。聴取者がどういう音量で
聴取しているかそれは様々です。筆者はサ
ウンドドラマでの語り手や台詞の聴取音量
を通常聴取者のスピーカー位置で実際に登
場人物が普通の会話をしている時その位置
で登場人物が会話している音量を前提に設
定しています。媒体特性の最大ピーク音量
に作品の中の最大音量素材を合わせ、その
音とのドラマ上音量の相対関係から人物や
語り手のレベル設定を決定しています。以
前にもお話ししたように作品の冒頭アナウ
ンサーが私の声が〜というメッセージはと
ても大切な役を担っているのです。BGレ
ベルの話に戻りますが、何を基準にBGレ
ベル？なのですか、相対的な問題だとこれ
で理解できます。聴取音量の問題と録音レ

ベルの問題は別物です。また読者皆様、諸
先輩の方々は台詞や語り手バックに大きな
音量のオーケストラ演奏など使ってはいな
いと思います。優秀な劇伴制作者はその楽
曲のどこに台詞が入るのか計算して楽器数
や演奏法を考えてアレンジしているのです
音が大きいから無理矢理相対レベルを変更
するのではなく自然なバランスでミックス
出来るように素材自体が仕組まれているの
です。複数音を組み合わせ丁寧に創られた
効果音などはその素材音の数や組み合わせ
の変更で十分対応できるものでなくてはな
りません。繰り返しになりますが「聴取音
量と作品録音レベル設定は別物」「BGレベ
ルは相対的な関係、下げずに使える素材を
お願いいたします。」これでミックス作業も
楽になります。
☆ �DAWへのアプローチとても便利な機材
です。Ⅰ

　音声調整卓の話をするとき必ず話題に上
がることにDAWの存在があります。DAW
デジタルオーディオワークステーション
今時チョット古い言い方かもしれません。
DAWという言い方が主流です。現在音声
調整卓にはもちろん純粋な？アナログもあ
ります。そしてアナログデジコン（扱う信
号はアナログでミキシングコントロールは
デジタル）、純粋な？デジタル卓、DAWは
レコーダーとミックス機能、編集機能が合
体したPCベースの音声機材です。PCベ
ースである以上様々なアプリケーションが
あり汎用PC上で動作するものや専用ハー
ドウエアが用意されたものがあることはご
存じの事と思います。各社様々な機能を有
したものがありますが基本的にDAWの導
入がサウンドドラマ制作に及ぼした影響は
大きなものでした。まずその第一は一台の
機材で全ての制作作業が完結できる点にあ
ります。ここで言う全ての作業とは録音、
編集、ミックスに限らず劇伴の作曲、アレ
ンジ、演奏？、台本の執筆、修正、等々筆
者はノートPC2台を同期リンクして音声
編集作業と同時に台詞などのタイミングに
あわせテキストの編集や劇伴制作者や効果
音制作者と同時にデータのやり取りをして

第55話　スタジオ夜話（番外編）

サウンドドラマの制作
（音声調整卓）Ⅴ　

☆　はじめに

　前号の冒頭で台風のお話しをしましたが
10月の後半になっても大型台風が日本直
撃、各地に大きな被害をもたらせました。
秋台風が過ぎると寒さが急に厳しくなるそ
うです。寒暖差の大きいこの時期、読者皆
様におかれましては健康にお気をつけてお
過ごしください。
　さて今回のスタジオ夜話番外編は前回に
引き続き具体的な制作上の音声調整卓の機
能的側面やミキシングテクニックについて
お話しします。またDAWの操作について
も若干触れて行きたいと思います。また様々
な点で賛否多いお話になるかとも思います
がお付き合いのほどよろしくお願いいたし
ます。
☆�素朴な疑問？テクニックカットイン・カ
ットアウト
　前回素朴なテクニック、フェードイン・
フェードアウトの操作についてお話ししま
した。その続きカットイン・アウトです。
　サウンドドラマ制作ではフェードイン・
アウトに続いてよく使うテクニックの一つ
です。多くは場面転換や感情の高まりなど
の余韻効果的な使われ方が多いようですが
このテクニックを使うに当たっては多少の
工夫が必要です。（図参照）前回説明したフ
ェードイン・アウト同様カットイン・アウ
ト時のレベル設定に一工夫です。インする
時は若干大き目のレベル設定で、またアウ
トする時はクレッセンド後にアウトすると
いった簡単なことです。しかしスタジオ夜
話的にはもう一工夫したいところです。こ
の一工夫には音と音をつなぐ接着剤？的効
果なども期待できます。打楽器音を使った
一例でお話しします。例えば街中の雑踏か
ら静かな室内などに場面転換する時、街中
雑踏音を若干クレッセンドさせカットアウ
トするよりもカットアウトする少し前から
そのシーンに合ったテンポの打楽器を重ね
て行き雑踏のカットアウトレバルをその打
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☆ http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

は小型のデジタル卓や各種音源、キーボー
ドなどもありその場で劇伴制作も可能です
使用PCには代表的な音楽制作ソフトを複
数用意しておくことも重要です。DAWソ
フトは各ブースやスタジオでも共通のもの
が使われています。勤務先ではプロツール
スとアドビオーディションが使われていま
した。またリアルタイムでの音声データの
やり取りはスタジオ間とブース間との専用
LANが構築されているためPC間で直接デ
ータを扱っても遅延や位相など全く問題あ
りませんでした。システムについては機会
をみてもう少し説明したいと思います。
☆次回は
　今回は若干ですがDAWについても音声
調整卓のお話しの延長線上で取り上げまし
た。具体的DAWミックス、編集のお話し
は次回以降になりますが、DAW導入がサ
ウンドドラマ制作に十分以上に貢献してい
ること、またその機能の基本を理解した上
でスタジオ夜話的な使い方など考えてみた
いと思います。次回はDAW導入とそのシ
ステム背景をサウンドドラマ制作に特化し
てお話しします。毎日が一歩一歩冬の陽気
へと変化しています。くれぐれもお身体を
大切にお過ごしください。

若干ちがった作業環境が求められます。ス
タジオ以外の環境ではそれぞれの担当者が
それなりに作業し易いシステムを構築して
いると思いますが、共同作業を行うスタジ
オではすべての作業でそれが可能である環
境を構築する必要があります。もちろん事
前準備に万全を期することは当たり前です
が試聴設備の十分なスタジオ作業時に例え
ば台詞の変更、劇伴の尺変更が起こります
メインの調整室でもある程度のシステム構
築は可能ですが作業スペースの確保、構築
予算やシステムの使い勝手などが問題とな
ります。そこでメインとなるスタジオ調整
室近隣にそれぞれの作業スペースを設置す
ることをお薦めします。一例ですが筆者の
勤務先であったところのシステムをご紹介
いたします。メインとなるスタジオ調整室
から歩いて10秒の所にDAW編集設備が
ブーススタイルで（10ブース）、音楽制作
打ち込み編集ブースが一つ、すべて LAN
でデータのやり取りが可能です。メインの
調整室で作業途中すぐに修正作業ができる
ように作業前から素材をすべてそこで準備
してから作業に入るようにしていました出
演者の打ち合わせ室もそこにあります。台
本の変更、素材との合わせ、効果音担当者
の素材ごとの分担加工などすべての作業が
同時進行できます。あとは内線電話もあり
ますが10秒の距離ですからADさんが
往き来すれば確実です。音楽制作ブースに

スタジオ作業の準備をしています。事前に
ほとんどの作業を自宅で可能にしてくれま
した。環境的には自宅には極小規模な調整
室機能しかありませんがエンジニアや効果
音担当者、劇伴制作者から送られてくるデ
ータは本番素材そのものです。またその素
材に加工編集をDAW上で加えてもデータ
上の書き換えなので元音の質を損なうこと
がありません。最近の劇伴制作者は例えば
2CH完パケでデータを送ってはきません
各劇伴は楽器パートごとにマルチトラック
データで送られてきます。MIDI 音源と音楽
制作ソフトがあれば音楽制作データでの作
業も可能です。音楽打ち込み作業が出来る
エンジニアならば質の高い機材を使い劇伴
制作者とコミュニケーションを取りながら
完成させることが可能です。今や素材や台
詞の収録、試聴と最終ミックスを兼ねた作
業以外はスタジオでの作業が必要では無く
なったと言っても過言ではありません。（筆
者はコミュニケーションの関係でスタジオ
共同作業の必要性は重要と考えています。）
DAW個々の性能は様々ですがまず性能に
はかかわらず制作の作業環境が著しく向上
することは確かです。
☆ �DAWへのアプローチとても便利な機材
です。Ⅱ

　DAW作業環境の構築にあたって大切な
ポイントがいくつかあります。サウンドド
ラマ制作では放送番組制作やMA作業とは

基本型

ＩＮ ＯＵＴ

音が入る一瞬は大き目に入るのが基本 カットアウトするポイントまでクレッセンド

気が付かないように使用する大きさにする。 アウト点は大き目にするのが基本

音を足すバリエーション

ここに一音加える ここに一音加える

一音加える音は大き目で入れる。 カットアウトにも一音加えることは効果的

本来使う音は使用音量で加える音の裏でＩＮ 残響などつけると余韻が綺麗

印象的な音をセンス良く

音楽などを付けてカットアウトする例

ＯＵＴ

元音は音楽の最後の一音のなかでＯＵＴ

小節 音楽はフェードインなどしてきて大きくクレッセンドして行き

元音より大きくなったら余韻をつけて一音でカットアウト

フェードイン・アウトやカットイン・アウトには様々なバリエーションがあります。臨機応変にセンス良く使いましょう。

カットイン・アウトの例

フェードイン・アウトやカットイン・アウトには様々なバリエーションがあります。臨機応変にセンス良く使いましょう。
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